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的重要性が容易 、直感的に感じられる一方で、客観的かつ論理的に把握するのがむずかしい でもある。民族とは何か、エスニシティとは何か、それ 暴力や民主主義や経済発展とどのように関係するのかという問題をめぐって、多くの学者が多種多様な議論を展開してい 。いまから二〇年近く前、これら 問題にかかわる文献を包括的にレビューした関根政美
は、当時の研究動向を「人種・民族・エスニック理論のジャングル」と表現した（関根一九九四） 。その後も研究蓄積が進む一方で統一的な見方が確立されたわけではないから、改めて議論を整理しておく必要があろう。　
政治学では、公的権力の構成と






































語の意味につい もひとこと注釈を加えておきたい。紛争ということばは、とくに民族というこ ばと結びつくと、大勢の人間がかかわる大規模な暴力を連想させる。ここではより広い意味で、暴力をともな ない利害対立も含めて紛争と呼ぶ。紛争の様態と調停の仕方にはさまざま バリエーションがある。国家の資源をめぐる利害
対立が代議制を通じて調整されることもあれば、一方の集団が完全に疲弊するまで互いに暴力をふるい続ける いうこともある。　
では、このような広い意味での



















は、エスニック集団の成員にとってエスニシティそのものが価値の源泉になっているとみる一群の研究を指す。ヘイルによれば、エスニシティと紛争との結びつき 強さをどの程度のもの みるかによって、紛争誘因理論 ハード、ソフト、ウルトラソフトの三種分けられる。　
ハード理論は、 エスニシティを、
自尊心や帰属意識を求める人間の根源的な欲求に根ざしたも とみなす。このタイプの理論では、エスニシティが個人にもたらす価値は相対的な性質 ものとみなされる。人間の自尊心や帰属意識は、ほかの集団よりも相対 に優れた集団の一員であることによって満たされると考えられたからである。人間が、自身の所属するエスニック集団が エスニック集団に対して優越的な地位にとによって自尊心を満たし、劣位にあれば不満や脅威を感じる だとしたら、エスニシティの違いは必然的 集団間の利害対立 招くということ なる。　
一方ソフト理論は、エスニシ
ティが成員にもたらす価値を絶対的な性質のものとみなす。たとえば、言語Ａの話者 とって言語Ａを教授語として使用する学校制度は、彼らの生活様式に合致するがゆえに価値があるといった見方である。ある文化を共有する人びとが、かれらの生活様式に合った政策や制度を求めたとしても、それが文化を異にする集団との利害対立を引き起こすとは限らない。だからヘイルは、このような考え方をハード理論との対比のう でソフト理論と呼んだ。それでも、エスニック集団の成員は文化的 排他的な公共財を求める傾向があるから、やはりエスニシティ 集団間の利害対立を引き起こしがちだとみなされる。　
ウルトラソフト理論は、エスニ















と一般に呼ばれる。原初主義が、心理学の知見に裏付けられた人間の本性に対する考察からエスニシティの特質を導こうとするのに対し、構成主義はもっぱら歴史の解釈を通じてエスニシティとは何を論じてきた。アプローチがまったく異なるから、原初主義のハード理論、ソフト理論と構成主義ウルトラソフト理論では、エスニシティの起源の捉え方に大きな違いがある。それでも両者は エスニック集団の成員が共通の利益をもち、それゆえ異なるエスニック集団の成員との いだで利害対立が生じる傾向があると考え 点では共通している。　
他方、エスニシティの付随現象
理論と 、エスニシティ ものにはエスニック集団間 紛争を導くような性質 ないと考え、権力や経済的利益などの価値を追求するための手段としてエスニシティが利用されているとみる一群の研究のことである。典型的には、一見エスニック紛争 に える




















































などその他の社会的亀裂ではなく、エスニシティが頻繁に用いられるのはなぜだろうか。またパトロン・クライアント関係 、もっぱら同じエスニック集団 成員を主軸に構築されるのはなぜだろうか。大規模な暴力的紛争の 「本質」をエリートの権力闘争に見出す議論では、エスニシティ自体を紛争の要因とみる説を否定することにしばしば力点がおかれ、がエスニック紛争の様相を帯びにいたった はなぜかという問題は重視されてこなかった。　
ヘイルは、三種の紛争要因理論
と付随現象理論について、それぞれが中心的に扱う特定の現象についてはうまく説明できる一方、エスニシティの一般理論としてはずれも欠点があると指摘する。そのうえで彼は、社会 理学の知見にもとづいて、人間 アイデンティティをもつの 社会関係における不確実性を低減するためであり、 エスニック・アイデンティティは不確実性を低減するうえできわだって便利な性質を つために頻繁に利用されるのだと主張した。　
合理的に利益を追求したり感情
的な行動をと たりす に先だって、われわれ まず世界と自
らの置かれた状況とを把握していなければならない。しかし、社会関係は複雑で他人の考えや行動は予測しづらく、われわれの認知能力には限りがある。 者を くつかの集団に分類し自身をなんらかの集団 一員と て認識すること、つまりアイデンティティ もつことは、世界の複雑性を縮減し不確実性を低減するために必須の手段である。服装やふるまい、身体的特徴など識別しやすいマーカーとして表象されるエスニシティには、 自他の区 明瞭にし、同胞と運命を共にしているという感覚を喚起し、しばしば職業や社会的地位などその他の重要な社会的カテゴリーと重複するという性質がある。 ゆえにエスニシティは、われわれが社会関係の不確実性を低減するうえで、いつでも簡単に利用でき、階級やジェンダーなど別種のカテゴリーより幅広い使い道のあるツールとして機能する。だからこそエスニシティは、利益をめぐる政治に先だって、不確実性を下げるための道具として頻繁に選択される。その後に行われエスニック・ポリティクスは、合理的な利益追求行動になる。このように、エスニシティとエスニッ
ク・ポリティクスを区別し、前者を無意識に行われる不確実性低減のプロセス、後者を合理的に行われる利益追求のプロセスと捉える自説を、ヘイルはリレーショナル理論と名付けた。　
ヘイルの提唱するリレーショナ




















できない少数派 つねに反乱を起こすわけで ない。多数派の側にも、少数派の利益に配慮する動機があるからだ。露骨 「多数者の専制」が少数民族 テロや内戦を招くとしたら 多 民族も深刻な被害を被る。武力紛争にいたらなくとも、少数派の資本逃避がおきて甚大な経済的損失が生じるかもしれ い。これらのリスクを多数派が認識して実際に 権利を保障する ら、少数派 側選挙に勝てないからといって反乱や海外逃避というコストの高い選択をする必要はない。　
しかし一方では、統治者が被治




































えられる。第一に、エスニック・カテゴリーのうち、どれが政治における情報ツールとして有効かは環境次第で変化する。多民族社会には、多くの場合、言語や宗教・宗派、人種、部族など複数のエスニックな亀裂が存在する。ど 亀裂が不確実性低減のツールとして活用されるかは 政治的競合の様態を定める諸要因 とりわ 政治制度によって変化しうる。　
例えばザンビアでは、一党制の







主要言語が四つな に対して、部族は七〇あまり存在する。一党制のもとでは議会選挙だけが行われていたから、政治的競合の場は議会の各選挙区に限定されていた。大多数の議会選挙区におい 、住民はいくつか 部 分かれているが、 半は同一言語の話者である。選挙区における最大部族に属
し多数派言語の話者でもある有権者と政治家は、部族と言語のどちらに沿って政治的競合が行われることになっても勝者のグループに入ることができる。このとき、この部族の成員は言語ではなくに沿った政治的競合の実現を望む。言語集団より部族 方が構成員が少ないため、一人当たりの分け前が多くなるからだ。対して複数政党制への移行後は 国政選挙が主要な政治的競合の場になった。すると、規模 小さな に頼っていては国 レベルでの勝利は見込めないため 言語を軸とする動員が主流になっていった。　
政治の場で利用されるエスニシ






















































































































































































































































ar as a C
o
m
m
it-
m
en
t P
ro
blem
. ” P
ap
er p
re-
sen
ted
 at th
e 1
9
9
4
 A
n
n
u
al 
M
eetin
gs o
f th
e A
m
erican
 
P
o
litical S
cien
ce A
sso
cia
-
tio
n
, N
e
w
 Y
o
rk
, A
u
g
u
st 
3
0
-S
eptem
ber 2
.
⑨
 Fearon
, Jam
es D
., an
d D
av-
id D
. L
aitin 2
0
0
3
. “E
thnicity, 
In
su
rgen
cy, an
d
 C
ivil W
ar, ” 
A
m
erican
 P
olitical S
cien
ce 
R
eview
, 9
7
(1
), 7
5
-9
0
.
⑩
 G
agn
on
, V
.P. Jr. 2
0
0
4
. T
he 
M
yth of E
thn
ic W
ar: S
erbia 
an
d
 C
roatia in
 th
e 1
9
9
0
s, 
Ith
aca: C
o
rn
ell U
n
iversity 
P
ress.
⑪
 H
ale, H
en
ry E
. 2
0
0
8
. T
h
e 
Fou
n
d
ation
s of E
thn
ic P
oli-
tics: S
ep
aratism
 of S
tates 
an
d N
ation
s in
 E
urasia an
d 
the W
orld, N
ew
 Y
ork: C
am
-
bridge U
n
iversity P
ress.
⑫
 H
o
ro
w
itz, D
o
n
ald
 L
. 1
9
8
5
. 
E
th
n
ic G
rou
p
s in
 C
on
flict, 
B
erkeley: U
n
iversity of C
ali-
forn
ia P
ress.
⑬
  ─
 1
9
9
1
. A
 d
e
m
o
c
ra
tic 
S
outh A
frica?
: C
on
stitution
-
al E
n
gin
eerin
g in
 a D
ivid
ed 
S
ociety, B
erkeley: U
n
iversi-
ty of C
aliforn
ia P
ress.
⑭
 L
ijp
h
art, A
ren
d
 1
9
7
7
. D
e-
m
ocracy in
 P
lural S
ocieties: 
A
 C
om
parative E
xploration
, 
N
ew
 H
aven
: Y
ale U
n
iversity 
P
ress.
⑮
 P
osn
er, D
an
iel N
. 2
0
0
5
. In
-
stitu
tion
s an
d
 E
th
n
ic P
oli-
tics in
 A
frica
, N
ew
 Y
o
rk: 
C
am
bridge U
n
iversity P
ress.
⑯
 P
rze
w
o
rsk
i, A
d
a
m
 1
9
9
1
. 
D
em
ocracy an
d the M
arket: 
P
olitical an
d
 E
con
om
ic R
e-
fo
rm
s in
 E
a
stern
 E
u
ro
p
e 
a
n
d
 L
a
tin
 A
m
e
rica
, N
e
w
 
Y
ork: C
am
brid
ge U
n
iversity 
P
ress.
⑰
 S
n
yd
er, Ja
ck 2
0
0
0
. F
ro
m
 
Votin
g to V
iolen
ce: D
em
oc-
ratization
 an
d
 N
ation
alist 
C
on
flict, N
ew
 Y
o
rk: W
. W
. 
N
orton
 &
 C
om
pany.
⑱
 W
ein
gast, B
arry R
. 1
9
9
8
. 
“C
o
n
stru
ctin
g
 T
ru
st: T
h
e 
P
o
litic
a
l a
n
d
 E
c
o
n
o
m
ic 
R
oots of E
thn
ic an
d R
egion
-
al C
on
flict, ” in
 K
arl S
oltan
, 
E
ric M
. U
slan
er, an
d V
irgin
-
ia H
aufler eds., In
stitution
s 
an
d
 S
ocial O
rd
er, A
n
n
 A
r-
bor: U
n
iversity of M
ich
igan
 
P
ress, 1
6
3
-2
0
0
.
⑲
 W
ilkin
so
n
, S
teven
 I. 2
0
0
4
. 
Votes an
d V
iolen
ce: E
lector-
al C
om
p
etition
 an
d
 E
th
n
ic 
R
iots in
 In
d
ia, N
ew
 Y
o
rk: 
C
am
bridge U
n
iversity P
ress.
エスニック・ポリティクス研究の現在
